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皆様お久しぶりです。

開幕戦からスタートダッシュを決めて・・・。と思っていましたが残念です。

（株）Ｓサプライ

徐々にペースを上げて10位までポジションアップしました。しかし10周を過ぎたあたりでタイヤが終わってしまい、
スタートしてタイヤの感触を探りながらだったためオープニングラップは12位で通過。

今回は2＆4ということでスーパーフォーミュラとの同時開催でした。

フロントフォークはストローク奥での動きを出したいので油面を大きく下げました。180ｍｍ→250ｍｍ

今回も応援ありがとうございました。

ありがとうございました。全力を尽くします。

そこを見極めながらのセットアップをしていきます。

レースの方ですが、走行時間も短く台数も多いため、タイムは出せるときに出しておかなければなりません。

今年の車体の大きな変更点は、サスペンションです。ショーワからオーリンズに変更しました。

しかし決勝日は残念ながら曇ってしまい柔らかめのコンパウンドで朝フリーを確認。
決勝も路面温度が上がらず朝フリーと同じタイヤを履こうとしましたがトラブルがあり、今まで履いたことのないタイヤで
決勝を走ることになりました。

残り周回数を転倒しないように走りきるのが精一杯だったようです。結果は11位でチェッカー。

毎年フォーミュラと走行するとタイヤのゴムの特性の違いから、路面のグリップが悪くなる方向です。

幸い事前テストに参加できたので、そこでフィーリングの確認と仕様の方向性を探ります。

畑中　健太郎

ここはライダーの好みによるところが大きいと思います。トップアウトスプリングを変更したことによってフロントにかかる
荷重が変化したためバネレートとイニシャルを高く変更しました。バネレート10.0→10.25Ｎ/ｍｍ、イニシャル7→10ｍｍリ
ヤも特性を見ながらバネレートを上下に振っていきましたが110Ｎ/ｍくらいで落ち着きました。

タイヤも選択も路面温度によって選定しなくてはりませんでした。予選までは路面温度も上がり30℃を超えたため硬めの
コンパウンドが使えので、予選では2′09″943を出して9番手グリッドを獲得。

今年はレース活動を行うにあたり、多くの方のご協力があってスタートラインに立つことが出来ました。

今年は昨年よりも少し遅い開幕となりました。桜の花が舞う鈴鹿サーキットでJSBクラスのみの開催です。

次戦オートポリスは仕切りなおして頑張ります！

目的は80～90ｍｍくらいのストローク位置でフロントの押し付け感を求めてのことです。

サスペンションもメーカーによって減衰の出し方が違うように感じました。
同じ車両で比較できたのでデータとして今後に役立ちます。

さらにフロントのトップアウトスプリングのレートと長さを変更。レートを弱くして長さを長くしました。

1 Ｎ/ｍｍ 135

125 Ｎ/ｍｍ 8


